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生徒に作品などの取り組みをさせるとき、一気にすべての流れを説明して、生徒がそれをしっ

かり頭に入れてやらなくてはいけないのですが、生徒の能力もあって、なかなか生徒の進度が

そろわない。わかる子はどんどん進めるけど、分からない子は一人でこまっている。質問にく

る子はいいけど来ない子はわからないまま進めていない。分からない子がバラバラに質問に来

る。授業時間はバラバラの質問対応に追われる。もっといろいろ困ってることある！こんな経

験をされている先生はたくさんおられると思います。もちろんその授業のねらいと進め方によ

ってかわるのですが、家庭科ではそんな悩みを解決するべく、面白い取り組み方をされている

ので紹介したいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

単元指導目標 

エコバッグを作ろう。「作って楽しい布作品」 

※制作に適した材料や縫い方、用具の安全な取り扱い方について理解できる。 

本時の目標以外に単元指導計画の中で今は何をしてい

るのかを生徒に分かりやすく黒板に掲示しています。 

実物の見本を提示 

（美術科、技術科の先生も同じようにされていました。） 

実技教科の先生あるあるなのでしょうね。 

「先生うまい！さすがやなあ。」と生徒は言っていました。 

 

 

 

 

 

★進度表を個人で持って自己管理するの

ではなく班のメンバーで共有。 

★班のメンバーの進捗状況が見えるの

で、お互いに分からないことを質問した

たり、助け合うことができます。 

★役割分担を明確にして、分か

りやすく表しているので誰に相

談するかを考えられます。 

★全員が実習にかかわれる工夫

をします。 

 

Before 

・一つの作業をするのにどれだけ

きちんと説明しても、理解できてい

ない生徒がいて、何度も同じ質問を

個別に受けていた。 

・早くできる生徒、なかなかできな

い生徒の差が大きく、助け合うこと

もなかった。 

 

After 

・班のメンバー全員で協力することによ

り、理解できなかったり、教師の説明を聞

き逃した生徒がいても、生徒同士で教え合

って解決できている場面が多くみられた。

結果として教師はその他の注意や、もっと

高度な説明をしたりできた。 

・できた生徒ができていない生徒を教え

合ったりするので、生徒間の進度がそろい

やすく、次の作業の説明なども効率よく行

うことができる。クラスによってはまだこ

ちらを頼ってくることもあります。試行錯

誤しています。 
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